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*	)	- �! 1⽻1⽻を区別できる記号や番号のついた標識（⾜環）を野⿃に
つけて放し、その後標識のついた⿃を確認することによって、移動や寿命について調べる
調査⽅法です。ヨーロッパで100年以上前に始まり、現在も世界各国でさかんに⾏われて
います。各国の標識センターは連絡をとりあいデータを交換しています。⽇本では環境省
が⼭階⿃類研究所に委託し、全国に設定された⿃類観測ステーションを中⼼に調査を実施
しています。調査を⾏うためには、野⽣の⿃を捕獲するための特別な許可（⿃獣捕獲許
可）を受けなければなりません。

⿃類標識調査（バンディング）とは︖
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¤ �! 調査を⾏う⼈を⿃類標識調査員（バン
ダー）といいます。バンダーは、⿃の識別について⼗分な知識を持ち、また⿃を安全に捕
獲して放す技術を⾝につけていることが必要です。バンダーになるには訓練を積んだ後、
⼭階⿃類研究所が実施する講習会に参加して資格を得なければなりません。資格を得たバ
ンダーは、毎年環境省から⿃獣捕獲許可を受け、許可証を携帯して調査を⾏います。標識
調査を担っている⼈の多くは、こうしたボランティアのバンダーたちなのです。
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編集・発⾏︓公益財団法⼈⼭階⿃類研究所・環境省⽣物多様性センター 発⾏⽇︓2020年6⽉5⽇

バンディングかわら版（第1号）
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	J	- �! �B�;	ì	Ó	)	¹�{ �C ⻑年蓄積
された各種の放⿃・移動データから様々なことがわ
かってきています。例えば、⾝近な夏⿃であるツバメ
ですら越冬地がどこなのかわかっていませんでしたが、
標識調査により東南アジアであることが判明しました
（右図）。他にも多くの⿃の移動結果が「⿃類アトラ
スWEB版」として公開され、環境保全や野⽣⽣物保全、
⿃獣保護管理⾏政などに広く活⽤されています。
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⿃類標識調査（バンディング）で得られた成果をお知らせするニュースレター
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みなさんは、「⽇本の⾜環をつけたアオジが韓国で初発⾒さ
れました︕」といったニュースをご覧になったことはないで
しょうか︖ これは、⽇本が世界各国との協働のもと実施し
ている「⿃類標識調査」と呼ばれる調査の成果の⼀つで、累
計約598万⽻（詳細裏⾯参照）の⿃類に⾜輪をつけています。
調査を実施している⼭階⿃類研究所と環境省では、この調
査をより⾝近に感じていただきたいと思い、このかわら版
（ニュースレター）を発⾏することとなりました。今年度は
２回の発⾏を予定していますので、これを機に、ぜひ「⿃類
標識調査」に親しみを感じていただければと思います。

足環装着作業
中のアオジ

（撮影: 仲村 昇）



どんなことがわかるの︖
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どんな⿃に何⽻くらい⾜環をつけているの︖
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